
癌化学療法レジメン登録用紙

レジメン名
対象疾患 催吐リスク

中等度
※持続注入ポンプ用レジメンのみ作成。末梢用レジメンは必要時に要作成。

a)　　投与薬剤名と投与量、投与方法
薬剤名 量 投与方法

初回
day1 ① 生食５０ｍL（持続注入ポンプ使用のとき） ルート確保用

② パロノセトロンバッグ０．７５ｍｇ／５０ｍL＋デカドロン６．６ｍｇ ３０分で点滴

③ 生食２５０ｍL＋注射用水４０ｍL◎＋ハーセプチン８ｍｇ/ｋｇ ９０分以上で点滴

④－１ ５％ブドウ糖２５０ｍＬ＋エルプラット８５ｍｇ/ｍ2 １２０分で点滴

④－２ ５％ブドウ糖２５０ｍＬ＋レボホリナート２００ｍｇ/ｍ2 １２０分で点滴

⑤ ５％ブドウ糖５０ｍＬ＋５－ＦＵ４００ｍｇ/ｍ2 １５分で点滴

⑥ 生食（total１４０ｍＬになるように）＋５－ＦＵ２４００ｍｇ/ｍ2

day15、29 ① 生食５０ｍL（持続注入ポンプ使用のとき） ルート確保用

② パロノセトロンバッグ０．７５ｍｇ／５０ｍL＋デカドロン６．６ｍｇ ３０分で点滴

③－１ ５％ブドウ糖２５０ｍＬ＋エルプラット８５ｍｇ/ｍ2 １２０分で点滴

③－２ ５％ブドウ糖２５０ｍＬ＋レボホリナート２００ｍｇ/ｍ2 １２０分で点滴

④ ５％ブドウ糖５０ｍＬ＋５－ＦＵ４００ｍｇ/ｍ2 １５分で点滴

⑤ 生食（total１４０ｍＬになるように）＋５－ＦＵ２４００ｍｇ/ｍ2

day22 ① 生食２５０ｍL＋注射用水４０ｍL◎＋ハーセプチン６ｍｇ/ｋｇ ９０分以上で点滴　※

② テルモ生食１００ｍｌ １５分で点滴

２回目以降
day1 ① 生食５０ｍL（持続注入ポンプ使用のとき） ルート確保用

② パロノセトロンバッグ０．７５ｍｇ／５０ｍL＋デカドロン６．６ｍｇ ３０分で点滴

③ 生食２５０ｍL＋注射用水４０ｍL◎＋ハーセプチン６ｍｇ/ｋｇ ９０分以上で点滴　※

④－１ ５％ブドウ糖２５０ｍＬ＋エルプラット８５ｍｇ/ｍ2 １２０分で点滴

④－２ ５％ブドウ糖２５０ｍＬ＋レボホリナート２００ｍｇ/ｍ2 １２０分で点滴

⑤ ５％ブドウ糖５０ｍＬ＋５－ＦＵ４００ｍｇ/ｍ2 １５分で点滴

⑥ 生食（total１４０ｍＬになるように）＋５－ＦＵ２４００ｍｇ/ｍ2

day15,22,29初回と同様

※ 初回の忍容性が良好なら、２回目以降は３０分投与可。

◎ ６０mgバイアル１Vあたり注射用水３．０mLで溶解

１５０mgバイアル１Vあたり注射用水７．２mLで溶解
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４６時間で持続注入ポンプにて投与

４６時間で持続注入ポンプにて投与

４６時間で持続注入ポンプにて投与


